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要 旨 : イ ギ 1) ス 在住の R a p o p o r t 夫妻に よる m i al- C a re e r F a m ili es ( 1 9 6 9) を噂矢と して ,
夫婦ともに

雇用者か つ 専門的職業に 従事する家族に関する研究が始まる｡ 当初の研究関心は ,
夫婦が どうや っ て家

庭生活を維持 ･ 形成 して い るの か
,
夫婦役割 - の期待

,
結婚満足度や ス ト レ ス な ど心理学的ア プ ロ ー チ

が 多か っ たが
,
研究蓄積に従い

, ノ
機会均等との 関連, 配偶者の 転勤に対する対応 , 有子 デ ュ ア ル ･ キ ャ

リ ア ･ カ ッ プ ル へ の 社会 ･ 経済的支援 の在り方 - と移行して い く ｡

キ ー ワ ー ド ; デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル ( d u al- c a r e e r c o u p le s) , 共稼ぎ ( d u al-i n c o m e) , 労働力

率 (1 a b o r f o r c e p a r ti ci p a t e r at e) , ワ
ー ク ･ ラ イ フ ･ バ ラ ン ス ( w o rk -1if e b al a n c e)

1 . はじめ に

共働き世帯数が専業主婦世帯を超 えてすで に1 0 数年が経た ｡ 社会シ ス テ ム は, 高度経済成長期に形成 され

てきた専業主婦優遇政策か ら, 平成1 5 年税制改正 による所得税の配偶者特別控除の縮小 (平成1 6 年以降適用) ,

平成1 7 年税制改革案で は現行3 8 万 円の 配偶者控除そ の もの の撤廃も検討され始めるなど, 女性 の 生き方選択

に中立か つ子育て世 帯を支援する方向 へ と舵をきり始 めた ｡

労働法関連で は ,
1 9 6 0 年代後半以降の結婚退職制 ･ 若年定年制事件 の判決 ,

1 9 9 0 年代 の 日 ソ 図書事件や 三

陽物産事件等 の 賃金差別事件判決, 昇格差別 に関する2 0 0 0 年 の芝信用金庫事件東京高裁判決とそ の 後の最高

裁和解とい っ た判例 の蓄積や 男女雇用機会均等法の制定 ･ 改正などにより
,
既姫女性をとりまく就業環境は

着実に 整備された ｡ 勤続年数2 0 年以上の割合も女性雇用者の 1 割を超え , 管理職割合も上昇傾向にある｡ 雇

用慣行, 税 ･ 社会保障制度や保育所制度等に つ い て , 従来の 専業主婦世帯優遇政策か ら共働き世帯を基準と

した政策転換が必要との認識 ･ 社会的合意も形成されつ つ ある｡ しか しなが ら 『全国消費実態調査』, 『労働

力調査』 や 『家計調査』 等の基本的統計資料は, 世帯主年齢階級別,
所得階級別,

世帯別とい っ た軸に よる

ク ロ ス表は掲載されて い るもの の ,
既婚女性 の 就業状態

,
たとえば共稼ぎか片稼 ぎか ,

フ ル タ イ ム か パ
ー ト

か に注 目した詳細なデ ー タ は極め て 少ない ｡ 職種に よ っ て は フ ル タイ ム 既婚女性が 単身赴任をする事例 も珍

しく なく , 新 し い 家族の か た ち, 生活 ス タイ ル が うまれ て い る今日 ,
既婚女性を ス テ レ オ タイ プ的 ･ 抽象的

な平均像で捉 える の で なく
,
個 人 の 生活実態 ･ 特性に注 目 し, 生活実態や家族関係 ( 子育て , 家事分担等) ,

ソ
ー

シ ャ ル
･ サ ポ ー ト ･ ネ ッ ト ワ

ー ク の 実態, 彼らが持 っ て い る行政 ･ 企業 ･ 家族等 - の 意見 ･

要望などを

包括的 ･ 総合的に 研究 ･ 分析し, 成果を社会政策領域 - フ ォ
ー

ド バ ッ クす る必要が ある ｡

2 0 0 5 . 6 . 3 0 受理



6 6 新潟大学教育人間科学部紀要 第 8 巻 第 1 号

こ の ような問題意識に基づ き
,
近年

, 共稼 ぎ家族,
とりわけ, 夫婦 ともに雇用者と して専門的職業に従事

するデ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に関する研究を始め て い る ｡ 本稿 で はこ の デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ

ル に つ い て
, 欧米 で は どの ような研究が されて い るの か

,
先行研究の概観を行う｡ 構成は次の よう で ある｡

続く第 2 章で は政府統計を用 い て ,
デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に 関する研究が開始された当時の女性労

働力率や 家族構成等に つ い て み る ｡ 第 3 章 で は, デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に関して用語の 定義をした

上 で
,
1 9 7 0 年代

,
1 98 5 年

,
そ し て2 0 0 0 年以降の 関連研究を紹介する ｡ 最後に 第4 章で まとめを行う｡

2 . 19 60 年以降の各国女子労働力率の推移

｢ デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル｣ ( d u al- c a r e e r c o u p l e s) と い う用語を最初に発表したの は
,
自身もデ ュ

ア ル ･ キ ャ リア ･ カ ッ プル で あるイ ギ リ ス に住むR a p o p o rt & R a p o p o rt の1 9 6 9 年の論文で ある ｡ R a p o p o r t

( 1 9 71) はデ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に つ い て

T h is i s a b o o k of c a s e s t u di e s of fi v e f a m ili e s i n w h i c h b o t h t h e h u s b a n d a n d t h e w if e p u rs u e

a c ti v e c a r e e rs a n d f a m il y liv e s . W e c all t h i s t y p e of f a m ily , i n w h i c h b o t h h e a d s p u rs u e

c a r e e r s , t h e d u al- c a r e e r f a m ily . I t is o n e of m a n y t y p e s of f a m il y s t m c t u r e p r e s e n t i n t o d a y
'

s

c o m p l e x s o ci e t y ( R a p o p o r t(1 9 7 1) ; 7) .

と定義して い る ｡ 徳座 ( 1 9 8 7) で は

夫と妻の両方が家庭の 外で働いて い る世帯 ( 共働き家族, t w o -i n c o m e f a m ili e s) の 比率は英国 で ,

1 9 6 0 年の 3 0 % 以下か ら, 1 9 7 0 年代初期の4 0 % を優に超 えると こ ろま で増えた ｡ これ らの 増加は多様な

要因に基づ くが, 女性の働く動機を調べ た デ ー

タ に よると
, 経済的圧迫が強ま っ て いる事実にもかか

わらず
, 経済的理 由以外の 理由が増えて い る｡ - ･ - 現状 で は

,
た い て の 家族が家族周期の ある時点で ,

デ ュ ア ル ･

ワ
ー カ ー 家族 で あり, こ の 家族形態が ｢ 標準的｣ にな っ て き て い る ( 徳座 (1 9 8 7) ; 22) ｡

と ある ｡ また
,
R a p o p o rt (1 9 7 6) に は

I n th e l a t e 1 96 0 s
,
t h e 丘r st p u bli c ati o n u si n g t h e t e n

`

d u a トc a r e e r f a m ilie s
'

c a m e o u t

( R a p o p o r t a n d R a p o p o rt , 1 9 6 9) . T h e t e r m h as n o w p a s s e d i n t o g e n e r al u s a g e . F o r e x a m p l e ,

t h e T Y all S t r e et J o m w l , M a y 1 9 7 5 , in d e s c rib i n g s o m e of t h e st r ai n s i n v ol v e d i n t h is t y p e of

f a m il y , u s e s t h e t e r m a s t h o u g h it w e r e o rd i n a r y l a n g u a g e . T h e a c c e p t a n c e o f t h e t e n r el at e s

t o a g r e at e r a c c e p t a n c e of n e w v a ri a ti o n s i n s e x r ol e s a n d f a m il y s t r u c t u r e s . H o w e v e r
,
w h e n

t h e fi r st e d iti o n of D i al- C a r e e r F a m ilie s c a m e o u t i n 1 9 7 1 , t h e n a ti o n al p r e s s i n E n g l a n d w a s

l e e r y of it , a n d e v e n p r of e s si o n al c o ll e a g u e s t e n d e d t o dis m is s t h e w o r k . M o s t o f t h e

p r of e s si o n al j o u r n al s i n B rit ai n d id n o t r e v ie w it at all . P r o f e s si o n al r e v i e w s in t h e U n it e d

S t a t e s
,
a n d l a t e r in F r a n c e w h e n t h e F r e n c h e diti o n w a s p u blis h e d , g a v e it m o r e s e ri o u s

at t e n ti o n .

W e h a v e t ri e d t o u s e t h e o c c a si o n of a s e c o n d e d it io n of 仇 αl- C a re e r F a m ili e s t o dis c u s s is s u e s

r ais e d i n r e vi e w s o f t h e 丘r s t e d iti o n
,
a n d t o r e - e x a m i n e d u al- c a r e e r f a m ili e s i n t h e li g h t o f

s u b s e q u e n t r e s e a r c h a n d of s o ci al c h a n g e s i n t h e i n t e r v e n i n g d e c a d e . T h is e diti o n t h u s

i n cl u d e s a r e v ie w of r el e v a n t r e s e a r c h sin c e 1 9 7 1 .( R a p o p o rt & R a p o p o rt (1 9 7 6) ; 7)

とあり
,
1 9 6 9 年 の論文や1 9 71 年単行本発行当初はd u a トc a r e e r c o u p l e s と い う概念は家族社会や 心理学の専

門家に もなか なか浸透 しなか っ た ようで ある ｡

さて
, 本節で は, 長期統計を用 い て デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル が研究対象となる1 9 6 0 年以降を対象に ,

各国におい て 女性が労働と どの ように 関わ っ て い るか を確認する ｡ なお , 本節で使用する デ ー タ はO E C D

L a b o v r S t a tis ti c s P o rt al ( O n li n e D a t a b a s e) で ある o

(1) 女子労働力率の推移 : M 字型から台形型へ

女子労働力全体に関する長期 ト レ ン ドをみたものが図 1 で ある ( 下限3 0 % ) ｡
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( 出典) O E C D L a b o u r S t ati sti c s P o rt al ( O n li n e D at a b a s e) より筆者作成 ｡ 以下同様｡

図1 女子労働力率の国際比較 (19 6 0-2 0 03 , 日本 ･ イギリス ･ アメリカ)

日本 ･ イ ギ リ ス ･

ア メ リ カ の 3 カ国を比較すると, 1 96 0 年代は日本が, 1 9 75 年以降はア メ リ カが 3 カ 国 の

中で は最も高い ｡ 現在はア メ リ カ ,
イ ギリス

,
日本の順となる｡ 周知の ように , 女子労働力率はその 国の産

業構造の構成, 高齢化率や価値観 ･ 意識に大きな影響を受けるの で
一

概に論じる こ とはで きない が ,
こ の半

世紀の 動きをみ る と, ア メ リ カや イ ギリ ス で は 一

貫 して 労働 力率が 上 昇 して る こ と, 日本 で はそ の 変動が さ

ほ
~
ど大きくな い こ とがわか る ｡

次に , 国別に 年齢階級別女性労働力率に つ い てみ る｡ デ ー タ は日本
･

ア メ リ カ は1 9 60 年以降で あるが ,
イ

ギ リ ス は1 9 8 3 年以降で ある ( 図 2 ) ｡
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図 2 年齢階級別にみた女子労働力率の推移 ( 日本 ･ 1 9 6 0 -2 00 3)
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図 3 年齢階級別にみ た女子労働力率の推移 (イギリス ･ 1 9 8 4-2 0 0 3)

図4 年齢階級別にみた女子労働力率の推移 ( アメリカ ･ 1 9 60 -2 0 0 0)

デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル の研究は, イ ギリ ス の女子労働力率は4 0 % 強という時代に開始した ことに

なる ｡

民間企業 で 既婚女性 の 多くが就業 し
,
か つ

,
積極的に女性労働力が 活用されて い る ア メ リ カ で も, 1 96 0 年

頃は M 字型労働力率曲線を描い て い た こ とは興味深い ｡ 1 9 70 年ま で は2 0 代後半か ら3 0 代前半に
一

度労働市場

か ら退 出する傾向が あ っ た が ,
1 9 8 0 年に は この傾向はみられず, こ の 頃, M 字型か ら台形型 へ 移行してい る｡

同じデータ資料を用 い て 各国同様の グラ フを作成すると, 今日, 最も女子 の労働力率が高い ス ウ ェ
ー

デ ソ

で も, ワ
ー ク ･ ラ イ フ ･ バ ラ ン ス に積極的に取 り組ん で い るイ ギ ]) ス で も

,
フ ラ ン ス や 旧西 ドイ ツ など ヨ

ー

ロ ッ パ や オ
ー

ス トラ リ ア 等で も同様の歴 史が ある こと
,
韓国は1 9 8 9 年以降とデ ー

タが比較的新しいが ,
日本

同様, 依然と して M 字型を描い て いる こ と, な どが わか る ｡
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図 5 各国の女性労働力率の推移

(2) 共働き世帯割合の増加

個人か ら世帯に 焦点を移して , 共働き世帯数と専業主婦世帯数の 推移をみ よう｡ デ
ー

タがとれる ア メリカ

と 日本に つ い て みる ( 図 6 ) ｡

日 本は, 1 9 9 2 年 に逆転 して 以降, ほ ぼ共稼 ぎ世帯数が専業主婦世帯数を上回 っ て い る ｡ こ こ に 男性が農業 ･

漁業や 商売など自営業世帯も対象に拡大すると ,
そ の場合配偶者は多く が家族従業員等と して就業して い る

ケ ー ス が 多い こ とを考慮するならば, 共働き世帯数はさらに専業主婦世帯数を大きく上回 っ て い る こ とは想

像に難くない ｡

他方,
ア メ リ カ は統計当初の 1 9 6 7 年か らす で に 共稼 ぎ世帯が 片稼 ぎ世帯数を上回 っ て い る ｡ 既婚女 性

( 出典) 総務省統計局 『男女共同参画 白書』 ( 平成

1 5 年)

( 原出典) 総務省統計局 『労働力特別調査』 と 『労

働力調査』｡

( 荏) 男性雇用者世帯対象｡

( 出典) U . S . D e p a rt m e n t of L a b o r , B u r e a u of

L a b o r S t ati sti c s
,

"

w o m e n i n t h e L a b o r

F o r c e ; A D a t a b o o k M a y 2 0 0 5
''

.

図 6 共稼ぎ世帯の割合 (左 : 日本1 9 8 0- 20 0 2 , 右 : 7 メリカ1 9 6 7 -2 00 3)
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( w if e) の世帯収入 に 占める収入割合は1 9 7 0 年 の 2 6 % か ら2 0 0 3 年 で は3 5 % にま で達して い る｡ 同時に
,
夫婦

ともに 雇用労働者の場合, 夫より収入 が 高い 割合も, 1 9 8 7 年に は1 7 . 8 % で あ っ たが
,
2 0 0 3 年 で は2 5 . 2 % と 4

世帯に 1 世帯の 割合となる ｡

両図を比 べ ると
,
既婚女性の労働市場 における 日本の 状況は, 1 9 67 年頃, タ イ ト ル Ⅶ (1 9 6 4) が制定され

た頃の ア メ リ カに近い とい えるか もしれない ｡

3 . デ ュ アル ･ キ ャ リア ･ カ ッ プルに関する先行研究の概要

デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル の 邦文先行研究で ある徳座 ( 1 9 8 7) を用 い て まず, デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･

カ ッ プ ル に関して概観する｡ 次に用語の定義を行 っ た上 で 研究動向を詳細にみる ｡

(り 徳座 (1 987) による整理

R a p o p o rt 夫妻が ｢ デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア 家族｣ ( d u al- c a r e e r f a m ili e s) と い う用語を創り出す前に
,

同じような概念を表明 した研究者た ちが い た｡ ブ ラ ッ ドとウ ル フ ( 1 9 6 0) は, 夫と妻が ともに 親とな

る よう努力をすると い う意味を含ん だ ｢ デ ュ ア ル ･ ペ ア レ ン テ ィ ソ グ家族 ( d u al p a r e n ti n g f a m ily)

を論じた ( 徳座 (1 9 8 7) ; 1 2) ｡

｢ ツ ー
･ パ ー

ソ ソ ･ キ ャ リ ア 夫婦｣ (t w o - p e r s o n c a r e e r c o u p l e) は, 自分の 生活を夫 が深く関わ っ

て い る キ ャ リ ア に 合わ せ て い る の で
,
彼女 たちの 功績は 正 式に認 め られる ことはなか っ た ｡ ｢ 成功 し

た男の 陰に女 あり｣ と い う こ とわ ざは, 妻の 名誉とい うもの が , 夫 が どれほ ど成功す る か によ っ て与

えられたもの だとい う ことを証明 して い た ( 徳座 (1 9 8 7) ; 8) ｡

i s t h e h i gh -l e v e l e x e c u ti v e w it h a h ig h l y e d u c a t e d u n e m p l o y e d w if e w h o e n t e rt ai n s h is

cli e n t s a n d m n s h i s h o u s e h old ; a n d a s e c r e t a r y w h o h a n dl e s h i s a p p oi n t m e n t s , m ak e s h is

t r a v el a r r a n g e m e n t , a n d o rd e r s a n n i v e r s a r y fl o w e r s f o r h is w if e ( H o c h s c hil d (1 9 8 9) ,

( B m c e(1 9 9 1) ; 2) .

｢ デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア 家族｣ と い う用語は, 両世帯主 ( 夫と章) が 共に活動的な キ ャ リ ア と家庭生活

を追及するような家族構造の 型を指すの に創られた用語であ っ た｡ ｢ キ ャ リ ア｣ は連続的な仕事をす
べ て指す こともあるが

,
より正確な意味で は, こ の 用語は, 高度な関与 ( c o m m it m e n t) を要し, 継

続的 で 発展的 な性格を持つ ような, 仕事の連続の 型を指す ( 徳座 (1 9 8 7) ; 1 2) ｡

(2) d u a l- c a r e e r (デ ュ 7 ル ･ キ ャ リア) ; 用語の定義

T h e t e n
`

d u al- c a r e e r f a m ili e s
'

w a s c oi n e d t o d e si g n at e a t y p e of f a m ily s t r u c t u r e i n w h i c h

b ot h h e a d s of h o u s e h o ld - th e h u s b a n d a n d t h e w if e - p u r s u e a c ti v e c a r e e r s a n d f a m il y li v e s .

`

c a r e e r
'

i s s o m e ti m e s u s e d t o i n d ic at e s a n y s e q u e n c e of j o b s , b u t i n it s m o r e p r e ci s e m e a n i n g

it d e si g n a t e s t h o s e t y p e s of j o b s e q u e n c e s t h a t r e q u ir e a h i g h d e g r e e of c o m m it m e n t a n d t h a t

h a v e a c o n ti n u o u s d e v e l o p m e n t al c h a r a c t e r . ( R a p o p o rt(1 97 6) ; 9) .

- -

こ の概念も しく は
,
そ れに非常に近い 概念を使 っ た 多く の研究は , そ の 直後に なされたもの で あ

る ｡ ｢ ツ
ー

･ プ ロ フ ェ シ ョ ソ 家族｣ ( t w o - p r of e s si o n f a m il y) , ｢ ツ ー ･ キ ャ リ ア 家族｣ (t w o - c a r e e r

f a m il y) , ｢ ツ ー ･ イ ン カ ム 家族｣ ( t w o -i n c o m e f a m il y) , ｢ ツ
ー

･ ブ レ ッ ド ウイ ナ ー家族｣ (t w o -

b r e a d w i n n e r f a m il y) は ,
｢ デ ュ ア ル

･

ワ
ー カ ー家族｣ ( d u al- w o r k e r f a m ily) の 一

般的 カテ ゴ リ
ー

の 変形
,
特殊 ケ

ー

ス で ある ｡ デ ュ ア ル
･

ワ
ー カ ー

家族 は両配偶者とも収 入 の ある仕事に就い て い る家

族を指す ( 徳座 ( 1 9 8 7) ; 2 4)

T h e d u al- c a r e e r c o u p l e is c o m p o s e d of t w o p r of e s si o n al p e o p le in a m a rit al o r si g n ific a n t



デ ュ ア ル ･

キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル ; 先行研究の概観 7 1

r el a ti o n s h ip in w h i c h b o t h p a rt n e r s p u r s u e a
"

c a r e e r
' '

r at h e r t h a n a
`
`

j o b
' '

. T h e y m a y o r m a y

n o t h a v e c hild r e n . E a c h c a r e e r e n c o m p a s s e s a lif e l o n g w o rk c h a r a c t e ri z e d b y st r o n g

c o m m it m e n t
, p e r s o n al g r o w t h , a n d i n c r e asi n g l e v e ls of r e s p o n sibilit y . T h i s d efi n iti o n of a

d u al - c a r e e r c o u p l e a s s u m e s t h at b o t h m e m b e r s a r e h i g hl y t r ai n e d , c o m m it t e d t o c a r e e r

a d v a n c e m e n t
,
a n d r e c ei v e fi n a n ci al r e m u n e r a ti o n f o r t h ei r c a r e e r a c ti v iti e s ( B m c e(1 9 9 1) ; 2) .

(3) デ ュ アル ･ キ ャ リ7 ･ 力 ･
.

/ プル研究の系譜

I) 1 9 7 0 年代の研究

a 1 97 0 年代前半

表 1 デ ュ アル ･ キ ャ リア ･ 力 ･ y プルに関する先行研究 (1 9 7 0 年代前半)

研 究 年 家族数 方 法

R a p o p o rt 1 9 6 9- 71 1 8 事例研究

E p s t ei n 1 9 7 0 1 2 面接

H ol st r o m 1 9 7 2 2 7 面接

G a rl a n d 1 9 7 2 5 3 ア ン ケ
ー

ト

( 出典) 徳座 (1 9 8 7) ｡

b 1 9 7 0 年代後半

表 2 デ ュ アル ･ キ ャ リア ･ カ ッ プルに関する先行研究 (1 97 0 年代後半)

研 究 年 家族数 方 法 研 究 主 眼

B r y s o n

R o s e n

B u rk e

D u n c a n

M a r ti n

A r ki n a n d D o b r ofs k y

B ail y n

B e r g e r

D o u v a n

F a r ri s

G r o n s e t h

H a m d y

S afili o s- R o t h s c h ild

S t . J o h n - P a r s o n s

W ei n g a rt e n

L ei n

S u n d b y

1 9 7 5 2 0 0 記録分析

19 7 5 1 4 4 2 調査

19 7 6 1 8 6 心 理学 テ ス ト

1 9 7 6

1 9 7 6 8 6

1 9 7 8 2 1

1 9 7 8 1 30 0

1 9 7 8 1 7 5

1 9 7 8 4

1 9 7 8 1 0

1 9 7 8 1 6

1 9 7 8 2 3

1 9 7 8 35 0

1 9 7 8 1 0

1 9 7 8 54

1 9 7 8 1 4

1 98 0 20

世論調査 の 再分析

専門職業組合記録

調査

調査

調査と面接

事例研究

面接

事例研究

面按

調査

事例研究

面接

集中的事例研究

面接

デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア 妻の職業上の 生産性

外部 ( 職業上) の 差別に よる ス ト レ ス

夫婦人格型

地理的移動性と雇用

デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア 夫婦の 昇進

ジ ョ ブ ･

シ ェ ア リ ソ グ

家族と職業 キ ャ リ ア の 適応

共同の職探し

別居

通勤夫婦

ワ
ー ク ･

シ ェ ア
1) ソ グ

要求過多な職業

非因習的な地位の非相称

継続的形態

相互依存

家事の 責任分担

決定様式の両立性

( 出典) 徳座 (1 9 8 7) ｡

こ の 時代の 研究の特徴は ,
ス ト レ ス ･ 緊張感や 夫婦生活満足度など心理学的や 事例研究な どの ア プ ロ ー

チ

に, コ
ー

ホ
ー

ト分析とい う新た な軸が 加わ る こ と ,
研究主体国が イ ギ リ ス か ら順次ア メ リ カ - シ フ ト して い

く こ と で ある ｡
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2 ) 1 9 8 5 年 J o u m a ) o f L a b o r E a )n o m )
'

e s の特集号にみ る研究

T r e n d s in W o m e n
'

s w o rk
,
E d u c at i o n a n d F a m il y B u il di n g と の タイ ト ル をも つ特集号は ,

戦後か ら

1 9 8 0 年頃ま で の 各国 の女性労働力率がなぜ増加 した の か に関して イ ギ リ ス で 開催された国際会議 (1 9 8 3) に

おける発表論文を収録した もの で ある ｡ 対象国は具体的に ア メ 1) カ ,
イ ギ リ ス

,
フ ラ ン ス

,
ス ペ イ ン

,
旧 西

ドイ ツ , オ ラ ン ダ, ス ウ ェ
ー

デ ソ
,
オ

ー

ス ト ラ 1) ア
,
イ ス ラ エ ル

,
旧 ソ ビ エ ト連邦と 日本の1 1 カ国 で ある ｡

イ ギリ ス に つ い て報告したH e a t h e r E . J o s h i (1 9 8 5) らは ,
1 ) イ ギリ ス で は戦後か ら1 9 7 7 年に至るま で

一

貫して 女子労働力率が上昇して い る ,
2 ) 1 9 31 年に は32 % だ っ た2 0 - 6 4 歳女子労働力率は

,
1 9 81 年に は5 8

% とな っ て い る ,
3 ) とりわけ1 97 0 年代まで は女子労働力率上昇の主要要因 は35 歳以上の既婚女性が パ ー

ト

タ イ マ ー と い う就労形態で 労働参加 した こ とに ある ( 図 7 参照) , とした上 で ,
4 ) 1 9 5 0 年か ら1 9 7 4 年ま で の

年齢階級別デ
ー タを プ

ー

ル し
, 女子 の労働供給が 増加 した要因を計量分析を通 して 分析 して い る ｡ また ,

5 )

1 9 7 0 年制定 ･ 1 9 7 5 年施行の ｢ 性差別禁止法 (S e x D is c ri m i n a ti o n A c t)｣ と ｢ 同
一

賃金法 ( E q u al P a y

A c t) ｣ の影響に つ い て も言及 して い る｡

( 出典) H e at h e r E . J o s h i (1 9 8 5) ｡ T ab l e 3 をもとに作成 ｡

図 7 イギリスの既婚女子労働力率 (学生を除く ,
1 9 51 - 1 9 8 1 年)

3 ) 2 0 0 0 年以降のデ ュ アル ･ キ ャ リア ･ カ ッ プルに関する研究

｢ d u al c a r e e r｣ を キ
ー

ワ
ー ド に大学図書館で 検索すると , 本学中央図書館で は1 0 冊が ヒ ッ トした ｡ 最近

の デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に関する研究は主と して ア メ リカで 実施されて い る｡ そ の う ち, 3 冊を取

り上げ る｡

B a r b a r a S c h n eid e r
,
Li n d a W ait e ( 2 0 0 5) , B ei n g T o g et h e r , W w k in g A j如rt , C a m b rid g e

U n i v e r sit y P r e s s

◎調査地域

ア メ リ カ の 8 都市 ( 中東部(5) ; M a p l e F o r e s t B u lff , K i n g s t o n ,
M e t a w a

,
a n d C e d a r

, 南衷部(1) ; F eld n o r ,

北衷部(1) ; M id d l e B r o o k
,
西海岸部(1) ; D e l M a r) ｡ こ れら 8 都市は都市化 , 労働力構成や 社会経済変数が

異 なる ｡ 対象者の 多く は学歴 で は 短大卒以上 , 年収 で は ア メ リ カ全体平均を上 回 る ｡ まとめ ると
,
m id dl e
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o r u p p e r- m id d l e cl a s s の デ ュ ア ル
･ キ ャ リ ア ･ 家族d u a トc a r e e r f a m ili e s で ある ｡

◎調査方法

電話
,
メ

ー

ル や 広告で調査協力者を募集する ｡ 対象者は, 5 歳児以下 ( ki n d e r g a r t e n e r) も しく は青少年

の い る家族｡ 最終的に は51 2 サ ン プ ル の 回答を得る ｡ 内訳 は, 5 歳児以下 の子 がい る回答者1 5 7 , 1 0 代 の子 の

い る回答者3 2 7 サ ン プ ル , 双方がい る 回答者2 8 で ある｡

◎調査手法

チ ク セ ソ トミ - イ ( C sik s z e n t m i h aly i ら) が 開発した手法 ･ E S M ( E x p e rie n c e S a m p li n g M et h o d) を用

い た時間調査 ( ti m e di a r y s t u d y) ,■ 7 日 間｡ そ の 他,
ヒ ア リ ソ グ (i n - d e p t h i n t e r v ie w ) , ア ン ケ ー ト調査

( s u r v e y) ｡

◎調査内容

夫婦調査 : 家事分担, 生活満足度, 働く動機, 共働き夫婦の 両立 の た め の戦略等

親子調査 : 子か らみた親役割に対する評価, 子 の 期待に関する親の 影響, 教育価値観等

◎調査の 特徴

･ 夫婦c o u p le で はなく ,
家族f a m ily を対象と し, 夫婦間,

親子間に 関する調査を実施

･ 仕事生活と家族生活の両面に つ いて 尋ね て いる

Li s a W olf- W e n d el , S u s a n B . T w o m bl y , S u z a n n e R ic e( 2 0 0 3) , T h e T u)o- B od y P r obl e m ,
T h e

J o h n s H o p k i n s U n i v e r sit y P r e s s

ともに キ ャ 1) ア を追求する大学教員 ( 予備軍) カ ッ プ ル が対象｡ 手法は ヒ ア リ ソ グ調査｡ コ ミ ュ ー タ ー
･

マ リ ッ ジを選択する の か ,
そ れとも片方が職業キ ャ リ ア の追求を断念して 他方に つ い て い く の か o 変) わ せて

大学 ( 研究大学r e s e a r c h u n i v e r sitie s か ら教養系大学1i b e r al a rt s c oll e g e s ま で) 側に も最適応募者が デ ュ ア

ル ･ キ ャリ ア ･ カ ッ プ ル で あ っ た場合, どの ような処遇をと っ て い るのか ,
そ の配偶者の職探しに どこまで

積極的 に関与 して い るか , 人事担当責任者に ヒ ア リ ン グを して い る｡

S id n e y P . M a rl a n d
, J r . (2 0 0 0) , W o m e n at W o rk , P r e n ti c e H all

人的資源論,
ビ ジネ ス経営論 の 専門家1 6 人が執筆した本｡ ガ ラ ス の天井,

ジ ェ ソ ダ ー

と教育 , 組織におけ

る女 性 の エ ソ パ ワ
ー

メ ソ ト
, 法律と女性 , 女 性経 営者と メ ン タ ー ･ ネ ッ ト ワ ー ク

, 仕事と家庭 の 両 立

( W o r k/ L if e B al a n c e) , 海外勤務す る女性などか ら構成 されて い る｡ 随時,
ビ ジネ ス 社会にお い て経営的

立場 に ある女性 にそ の 地位を獲得するま で の経緯に関するイ ン タ ビ ュ ー

も掲載され て い る｡

4 . まとめ

以上, デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に 関する研究の系譜に つ い て概観 した ｡ そ こで は ,
1 ) デ ュ ア ル ･

キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に 関する研究が はじま っ た1 9 6 0 年代の イ ギ リ ス 女子労働力率は4 0 % 台 で ある ,
2 ) デ ュ

ア ル
･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル に関する研究主体国は イ ギ リ ス か ら ア メ リカ に移 っ て い る ,

3 ) 研究手法は ヒ ア

リ ン グ調査
,
ア ン ケー ト調査 に よる計量分析が 多い ,

4 ) デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ ル 研究者の 中に はそ

の 関心 が , 夫婦内 の 時間管理 , 人間関係の 調整か ら , 生涯 を通じた ワ ー ク ･ ラ イ フ ･ バ ラ ソ ス ( W o r k/

L if e B al a n c e) - と発展して い る ケ ー スもみ られる ,
5 ) 性差別禁止法, 男女雇用平等法や 同

一

賃金法等の

制定も女性 の就業支援に プラ ス に 寄与して い る ようだ,
などが 明らか に な っ た ｡

今後の 研究課題と して は ,
1 ) 女子労働力率の量 的拡大の様子は認められたもの の , そ の質的変化

,
換言

すれば正社員と して の 就業か パ ー ト タ イ ム と して の就業か , 労働供給して い る主体の 基本属性 , 具体的 には

配偶関係 ( 既婚 ･ 未婚等) , 収入 な どに関する分析を行うこと ,
2 ) 各国における法的整備との 関連を整理す

る こ と
,
具体的に は

,
性差別禁止法

,
男女雇用平等法や 同

一 賃金法等などが 制定された 背景
, 実態把握や 導

入 の 効果等に つ い て 検討を加えるこ と ,
3 ) そ れらか ら, 戦後の M 字型か ら台形型 へ の移行に つ いて総合的
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な検討を加え ,
4 ) わ が 国 - の イ ン プリケ ー

シ ョ ソ を探る こ と
,
さらに 5 ) 日本にお い て も同様の 分析を加

える こ と, などがある｡

わが 国で は
,
共働き夫婦 の 時間管理に 関する先行研究は豊富に あるもの の

,
デ ュ ア ル ･ キ ャ リ ア ･ カ ッ プ

ル
,
つ まり

, 夫婦ともに職業キ ャ リ ア を追求す る専門職 ･ 総合職と して 従事す る雇用労働者を対象と した蓄

積はまだ少ない ｡ しか しながら, 1 98 6 年の男女雇用機会均等法の制定に より総合職と して 入社した女子もキ ャ

リ ア2 0 年となり
,
各社に おい て 中堅管理職と して活躍しは じめて い る ｡ 研究対象夫婦は, 総人口 の ごく稀な

一 部 で はなく
,
ある

一 定の 集団を形成しつ つ ある ｡ 労働力人口 の減少が確実視される今日 , 平成1 7 年税制改

革案が端的に 示すように , 既婿女性 の就労 を税制面で ペ ナ ル テ ィ と して扱うこ とを解消する方向となり, 既

婚女子の労働力に おける位置づ けも変化の兆 しを見せて い る｡

女性も男性も, 有償労働にも無償労働に もともに参加 し, 3 0 代,
4 0 代そ して5 0 代以降もい か に自分ら しい

生を生きる こ とが で きるか ｡ 個人の 生き方の 選択に バ イ ア ス を与える社会 シ ス テ ム は早急に 改革し
,
生き方

の 自由な選択を政策面か ら支援して いく ことが 求められ る ｡
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